
0

5000

10000

15000

海水放射線モニタ

0

10

20

30

40

50

6号機排気筒放射線モニタ

0

20

40

60

80

100

120

140

160

6号機発電機出力

6号機における営業運転開始以降のプラント状況について
2026年8月7日

東京電力ホールディングス株式会社
柏崎刈羽原子力発電所

➢ 2026年1月21日に6号機が起動し、2026年4月16日に営業運転を開始。

➢ 営業運転開始以降、運転に支障が出るような不具合はなく、安定運転を継続中。

➢ 柏崎刈羽原子力発電所では定格熱出力⼀定運転を採用（P.3参照）。
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管理目標値：45[cps]
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2026年4月16日～2026年7月31日の各種パラメータ

制御棒パターン調整※に伴う
出力変動

※ 運転中の熱出力を一定に維持するために、
炉心に挿入される制御棒の本数や、挿入量を
変更すること。
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（参考）リアルタイムデータの公開

２

➢ 各データの最新の値は「柏崎刈羽原子力ポータル」の「リアルタイムデータ」で確認可能。

URL：https://www.tepco.co.jp/niigata_hq/kk-np/kk-info/index-j.html

柏崎刈羽原子力発電所
リアルタイムデータ



（参考）定格熱出力一定運転について

３

➢ 柏崎刈羽原子力発電所では、原子炉で発⽣する熱を定格(100%)付近で⼀定に保つ運転
⽅法 定格熱出力一定運転を採用。

➢ 原子炉で発⽣する熱（原子炉熱出力）を⼀定に保つと、海⽔温度が低い冬季には発電効率
が上昇し、発⽣する電気が増加。

➢ ⼀⽅で、海⽔温度が高い夏季には発電効率が低下し、発⽣する電気が減少するがプラントの
通常運転には支障なし。

※ 運転中の電気出力が⼀定になるように、
原子炉で発⽣する熱を調整し運転することを
定格電気出力⼀定運転という

タービン・発電機と復水器の関係

1月 6月 12月 1月 6月 12月

原子炉熱出力
（海⽔温度に応じて変化）

電気出力（一定）

原子炉熱出力（⼀定）

電気出力
（海⽔温度に応じて変化）

季節による電気出力の変動

定格電気出力⼀定運転※ 定格熱出力一定運転
定格熱出力

392.6万kW

定格電気出力

135.6万kW

②海⽔温度が高いため、蒸気を冷却する能力が低下、
タービンで仕事を終えた蒸気を引き込む力が減少

①夏季は海⽔の
温度が上昇

③タービンの
入口と出口の
圧力差が減少

④タービンの
回転する力が減少

⑤電気出力が減少



（参考）海水温度上昇における当社自主基準について

➢ 当社が自主的に設定した以下の海⽔温の基準を上回った場合は、万が⼀の過酷事故の際の
設備影響等を踏まえ、原子力安全の観点からプラントを⼀時的に停止することも検討。

● 「海水温度の7日間移動平均が31℃」を超過した場合

● 「海水温度が34℃以上」を観測、または「12時間連続して33℃以上」を観測した場合

➢ 過去20年をさかのぼっても、基準を上回ったケースは稀であるが、今夏の海⽔温は例年に比べ
高めのため、引き続き注視。

海水温が基準を上回った場合の影響

〈蒸気・水の流れ〉

①原子炉→②タービン→③主復水器

→④給水ポンプ→①原子炉

■プラントの通常運転に支障なし
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■冷却能力低下に伴い過酷事故時の設備に影響あり

海

主復水器

タービン

給水ポンプ 海

熱交換器 熱交換器

残留熱除去系
ポンプ

補機
冷却系ポンプ

補機
冷却海水系
ポンプ

a.海水温度上昇により
熱交換能力が低下

安全対策
設備冷却

b.事故時に稼働する安全対策設備の冷却が
十分行えず性能を発揮できない可能性

海⽔温度が基準に到達した場合においても、
主復⽔器での蒸気の冷却は問題なく可能であり、

プラントの通常運転に支障はない

４


